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平成 23 年度研究成果概要 
研究成果概要についてわかりやすく記載してください。できるだけ，図を挿入してください。すでに当該年度に

外部に発表を行った成果については，研究業績欄の業績番号と対応させてください。 

 平成 22 年度より、β-ガラクトシドを特異的に認識する動物レクチンファミリー（ガレクチ

ン）の多様な機能と高次構造解析を、アフリカツメガエルとヒトガレクチンを対象に実施して

いる。平成 23 年度の成果として、 
 
（1） 昨年度、アフリカツメガエルの消化管で発現している主なガレクチン 4 分子種の同定

（XGal-Ib, IIa,IIb, IIIb）を実施したが、本年度は IIa,IIb（共に 2つの糖鎖認識ド

メイン: CRD を持つタンデムリピート型ガレクチン）について、各糖認識ドメインのリ

コンビナントタンパク質を調製し、その糖結合特異性解析を糖鎖医工学研究センター

との共同研究により実施し学会発表（1）を行った。まだ確定した解析結果は得られて

いないが、糖鎖アレイ解析では XGal-IIa の N-CRD は GalNAcβ1-3GalNac に強い親和性

を示すユニークな特異性を示し、ヒトＧal9 の N-CRD との類似性が考えられた。一方

XGal-IIa の C-CRD はアシアロ糖タンパク質に最も強い親和性を示し、ケラタン硫酸と

も強く結合することからヒト Gal3 との類似性が考えられた。XGal-IIb の N-CRD,C-CRD

についてはXGal-IIaの CRDとほぼ同等の結果が得られたが、現在さらに検討中である。

 

（2）ヒトガレクチン-9 の C-CRD の NMR 解析から自己会合する部位を同定し、その部位に変異

を導入することで自己会合を抑制したところ、その生物活性に低下が認められた。自

己会合が ガレクチン-9の生理活性に寄与している可能性が考えられた（学会発表2 &

3）。 

 
                                            

 



 
今後の研究計画 
平成 23 年度に得られた研究成果を踏まえ，今後の研究計画について具体的に記載してください。図を挿入して

もかまいません。 

（1） アフリカツメガエルの消化管におけるガレクチンファミリーの組織分布については、

本年度ガレクチン（XGal-1b, XGal-II）に対する抗体を作成し、その発現部位を消化管

にて部分的に検討したが、さらに詳細に細胞レベルで解析する。またツメガエルガレ

クチンの機能解析のために、全ゲノム構造が明らかになっている同種のネッタイツメ

ガエルのガレクチンとの構造比較や発現を解析して、消化管でのガレクチンの役割に

ついて検討を開始する。 
 

（2） ヒトガレクチン-9 の C-CRD の NMR 解析は本年度で終え、残るガレクチン-9 の N 末

端側 CRD（N-CRD）については NMR 解析に向けた条件検討など基礎データを収集し

つつあり、今後本格的な解析に移る。また機能の異なるヒトガレクチン-8 についても

NMR 解析の準備に入る。 

特記すべき事項 
本研究に関する受賞（学生対象の賞も含む）・プレスリリース・大型外部資金獲得につながった等，特記すべき

事項があれば記述してください（ささいなことでもかまいません）。本欄は必須ではありませんので，「該当なし。」

でも可ですが，できるだけ記載してください。 

 

 



 
研究業績 
本研究に関連した，平成 23 年度中の発表した，[１] 査読がある原著論文（Corresponding Author には*印を付す。），

[2] 著書，[3] 招待講演，[4] 学会発表（発表者には○印），[5] 産業財産権（特許等），[6] その他（プロシーディン

グ，査読がない論文，投稿記事等）を通し番号を付して記入してください。本事業の参加者にはアンダーラインを

引いてください。記入欄が足りない場合は，用紙を追加してください。 

[１] 査読がある原著論文 
(1) Iwaki J, Tateno H, Nishi N, Minamisawa T, Nakamura-Tsuruta S, Itakura Y, Kominami J, Urashima T, 
Nakamura T, Hirabayashi J. * (2011). The Galβ-(syn)-gauche configuration is required for 
galectin-recognition disaccharides. Biochim Biophys Acta., 1810, 643-651. 
 
[2] 著書 
該当なし 
 
[3] 招待講演 
該当なし 
  
[4] 学会発表 
（1）○小川崇，東海林博樹，野中康宏, 舘野浩章, 平林淳, 西望，中村隆範「アフリカツメ

ガエル消化管におけるガレクチンファミリーの発現解析」第84回日本生化学会大会 2011年 9

月（京都） 

 

（2）○野中康宏, 小川崇, 中北愼一, 神鳥成弘, 西望, 中村隆範「ガレクチンの糖認識ドメ

インについてのNMRを用いた解析」日本生物物理学会 第3回中国四国支部大会 2011年 5月（広

島） 

 

（3）○野中康宏, 小川崇, 大水総一, 中北愼一, 神鳥成弘, 西望, 平島光臣, 中村隆範「タ

ンデムリピート型ガレクチン-9のC末側糖認識ドメインの役割について」第84回日本生化学会

大会 2011年 9月（京都） 

 

 
[５] 産業財産権（特許等） 
該当なし 
 
[6] その他 
該当なし 
 

 

 


